
ベクトル（4）　2直線の交点①

△OABにおいて、OAを2：1に内分する点をC、OBの中点をDと

し、線分ADと線分BCの交点をPとする。OA＝a，OB＝bとするとき、

（1）OPをα、古を用いて表せ。
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△ABCの辺ABを2：3に内分する点をD，辺CAの中点をEとする。直線BEとCDの交点を

pとすると・扉＝苦扇十善云加直細胞斑と交わる点をQとすると

BQ‥QC＝［亘コ：2である。
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